
　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
2024年3月期 （第98期）の事業結果をご報告申し上げます。 
　当期における世界経済は、国際情勢における緊張の高まりや、欧米での
インフレ、金融引き締めの継続、中国の景気減速などによる停滞感が強ま
りました。日本経済は、企業収支や雇用・所得環境の改善の下、個人消費
の持ち直しが見られるなど穏やかな回復基調となりました。
　そのような環境の中、当社グループでは高水準の受注を背景に業績を順調
に伸ばし、売上高は前期を8％上回る98億6千1百万円、営業利益は前期比
17％増の13億8千6百万円、経常利益は前期比17％増の14億7千万円、親
会社株主に帰属する純利益は前期比18％増の10億1千1百万円の結果を出
すことが出来ました。これらは当社が1989年に上場して以来、売上高とし
ては三番目、純利益としては二番目の高水準であり、この成長路線を軌道
に乗せるべくグループ一丸となり力を尽くしてまいります。
　また、当期は株主還元方針を見直し、従来以上に株主の皆様に報いてい
く方針を決めたほか、将来の成長に向けた事業用地取得を行いました。加
えて、この4月からプロセス事業部とウェブ事業部を制御機器事業部として
統合することや、ミヨタ精密株式会社の吸収合併を決めるなど、一層の業務効率化を目指す施策を行いました。
　今後も当社グループの企業価値の向上に邁進してまいりますので、株主の皆様におかれましては引続きご支援賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり配当
中間期 期末 予想（期末）

（円）

第98期株主通信
2 0 2 3 . 4 . 1    2 0 2 4 . 3 . 3 1

（単位：百万円）

金額 前期比

売 上 高 10,000 ＋1.4%

営 業 利 益 1,200 －13.5%

経 常 利 益 1,270 －13.6%

親会社株主に帰属
する当期純利益 870 －14.0%

2025年3月期連結業績予想

売上構成

24年3月期実績

電子機器材料から農産物
に至るまで幅広い製品を
対象とした検査装置を取
り扱う事業

鉄鋼・非鉄金属の生産ラ
インを主な対象とする制
御装置や計測装置を取り
扱う事業

製紙・印刷から電子機器材
料まで広範な業種を対象に、
シート状製品の位置制御装
置などを取り扱う事業

※財務情報等詳細は、当社ホームページをご覧ください。
https://www.nireco.jp

半導体検査装置等で使用
される光学部品や、レー
ザー機器を主に取り扱う
事業

代表取締役社長 中杉　真一



事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 
開 催 時 期 6月下旬

定時株主総会議決権
行使株主確定日 3月31日

期末配当金受領
株 主 確 定 日 3月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 9月30日

法定公告は次のURLに掲載しております。
https://www.nireco.jp/ir/notice/

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

○郵便物送付及び電話照会先
　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　電話　0120-232-711（フリーダイヤル）

株主メモ

〒192-8522　東京都八王子市石川町2951番地４
電話　042-642-3111（代表）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

①下記ＵＲＬにアクセス
②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・
いいかぶ 検索検索検索窓から

kabu@wjm.jp ←こちらへ空メールを送信
「件名」「本文」は無記入。アンケートのURLが直ちに自動返信されます。

6863

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力を
お願いいたします。（所要時間は5分程度です）

株主の皆さまの声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選
で薄謝（QUOカードPay500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提
供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。 
https://www.link-cc.co.jp
● アンケートのお問い合わせ 「e -株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

トピックス

北米へのEPC供給についてIMS Systems Inc.と業務提携お知らせ①

鉄鋼・非鉄金属業界向け放射線厚み計でトップシェアを誇るドイツIMSグループの米国法人IMS Systems Inc.と、 
北米におけるEPC（蛇行制御装置）供給について業務提携を結びました。

本提携により、IMS社がニレコ製EPCをライセンス生産します。当社のサポートと、IMS社の現地ニーズへの理解と 
広い販売・サービス網を併せることで、北米地域の鉄鋼・非鉄金属業界市場の取り込みを図ると共に、ニレコの技術を
世界へ広げてまいります。

利益還元方針を含むコーポレート・ガバナンス基本方針等の変更お知らせ②

当社は、株主の皆様への適切な利益還元や、資本コストや株価を意識した経営を重要な課題と認識しており、株式 
市場からの評価改善に向けた施策を継続的に検討してきました。

今般、その一環として利益還元方針を2024年2月13日に改め、連結配当性向を40％以上から45％以上に、連結株主
資本配当率（DOE）を2％以上から2.5％以上に引き上げました。また施策についてはコーポレート・ガバナンス報告書
に掲載しており、東京証券取引所にて開示し当社ホームページでも公開しております。

子会社であるミヨタ精密株式会社を吸収合併お知らせ③

2024年4月1日に、ニレコの完全子会社であるミヨタ精密株式会社を吸収合併しました。グループ内の技術的なノウ
ハウを集約することで、業務のより一層の効率化を図ります。

液体用近赤外分析計
6チャンネルオートサンプラの提供開始

お知らせ④

2022年に販売を開始した液体用近赤外分析計「A8860」について、機能拡張機種と
なる6チャンネルオートサンプラ搭載モデルの提供を開始しました。

基本性能は前モデルと同じままに、一度の操作で最大6検体をそれぞれ異なる温度 
設定で測定でき、利便性の向上と利用分野の拡大が期待できます。


